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はじめに  

 別海資源循環試験施設は 1)積雪寒冷地での、2)スラリー状糞尿(以下、スラリー)だけで
なく固形糞尿も処理対象とする、3)共同利用型、の堆肥化施設を併設する嫌気発酵施設(ﾊﾞ

ｲｵｶﾞｽﾌﾟﾗﾝﾄ)で、経済性も含めた実証試験施設である。本施設は 2000 年度に建設され、2001

年度以降これまで、各種試験を実施しながら連続的に稼働している。ﾌﾟﾗﾝﾄへの糞尿の搬入

形態では固形糞尿が７戸(現在６戸)、ｽﾗﾘ-が３戸(現在４戸)である。固形糞尿は固液分離後、

液分はﾒﾀﾝ発酵に、固形分は堆肥化される。本報告

と課題を述べる。              

１ メタン発酵  

では別海ﾊﾞｲｵｶﾞｽﾌﾟﾗﾝﾄにおける稼働経過

は 2001年 5月 15日に開

 

ﾊﾞｲｵｶﾞｽ Ｆ ig.1  Outline of methane fermentation 
中

設計値は 10％であるが、これまでの平均
値

湿式ｶﾞｽﾎﾙﾀﾞｰで生物脱硫を実施した後、酸化鉄脱硫

もあっ

il Engineering Research Institute of Hokkaido) 

        

 発酵槽への原料投入

始しﾒﾀﾝ発酵を立上げた。2001 年 8 月以降、発
酵槽温度は約 37℃を維持した。200４年１月 31
日までの原料投入量は 33500m３であり、この

内約 230m３は副資材として投入した廃棄牛乳、

ｻｹのｱﾗ等、廃脱脂粉乳、屎尿汚泥脱水ｹｰｷ等であ

る。同日迄のﾊﾞｲｵｶﾞｽ発生量は 915900m３である。  図１ メタン発酵の状況  
ﾊﾞｲｵｶﾞｽ日発生量(A)、原料日投入量(B)、
のﾒﾀﾝｶﾞｽ濃度の月平均値、及び単位原料投入量あたりのﾊﾞｲｵｶﾞｽ発生量(A/B)(以下、単位

ｶﾞｽ発生量)の推移を図１に示した。原料投入量の変動に対しﾊﾞｲｵｶﾞｽ発生量も対応し、冬季
に多く夏季に少ない傾向を示す。生物脱硫後のﾒﾀﾝｶﾞｽ濃度も 60％前後で安定していた。単
位ｶﾞｽ発生量は約 30m３ /m３と安定している。  
ﾒﾀﾝ発酵の原料となる糞尿ｽﾗﾘｰの有機物濃度の

は 5％強と低い。有機物当りのﾒﾀﾝｶﾞｽ発生量は約 340m3/tであった。  
２ バイオガス中の硫化水素濃度  
 別海施設では、第２発酵槽を兼ねた

を行っている。生物脱硫には発酵槽の上部に 1～2m３ /時(発生ﾊﾞｲｵｶﾞｽ量に対し 2%～5%)
の空気を送込んでいる。発生ﾊﾞｲｵｶﾞｽ中の硫化水素濃度は大部分の時期に 1000～2500ppm
であったが、3000～6000ppmの時期もあり、その変動要因の解明が課題である。  
 生物脱硫後 (湿式ｶﾞｽﾎﾙﾀﾞｰ通過後 )の硫化水素濃度は発酵槽での濃度よりも低い時
たが高く推移する時もあり、生物脱硫は充分に効果を発揮していなかった。生物脱硫の改

善のための試験を実施中である。  
３ 施設のエネルギ－収支  
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 ﾊﾞｲｵｶﾞｽはﾊﾞｲｵｶﾞｽ発電機、ﾊﾞｲｵｶﾞｽﾎﾞｲﾗ-及びﾌﾚｱｽﾀｯｸ(安全確保の余剰ｶﾞｽの燃焼装置)で  

、冬季に多い傾向にある。逆潮流以前にはﾊﾞｲｵｶﾞｽﾎﾞｲﾗ-での消

夏季に少なく冬季に多かった。電力消費は日変動が大きく、ﾒﾀﾝ発酵槽への

力状況  

       

、消化液全量には 70℃・１時間保持

逆潮流前 逆潮流後
2002年4月 2003年2月
～2003年1月～2003年11月

発電量 218,213 385,763
売電量 0 52,244

消費される。本ﾌﾟﾗﾝﾄの電力供給は a)ﾊﾞｲｵｶﾞｽ発電機と、b)不足する場合の購入電力で、電
力消費は 1)ﾒﾀﾝ発酵関係施設、2)堆肥化関係施設、3)固液分離関係施設などの 1)と 2)の共
用施設、4)試験温室、5)管理棟等からなる。2002 年 12 月からは固形糞尿融解施設の新設
及び固液分離施設の自動化と能力増強が図られ、さらに固形糞尿の直接投入のための破砕

撹拌ﾎﾟﾝﾌﾟ等を増設したため、所要電力量は増加する事となった。逆潮流は 2003 年１月末
より可能となった。本ﾌﾟﾗﾝﾄの温熱ｴﾈﾙｷﾞ-供給は 1)発電機及びﾊﾞｲｵｶﾞｽﾎﾞｲﾗ-と、2)不足する
場合の重油ﾎﾞｲﾗ-で、温熱消費は 1)ﾒﾀﾝ発酵関係(発酵槽加温と殺菌槽加温)、2)堆肥舎加温、
及び 3)試験温室加温である。  
1) バイオガスの消費内訳  
 ｶﾞｽ発生量は夏季に少なく

費量が全ﾊﾞｲｵｶﾞｽ量の約４割を占めたが、逆潮流後にはﾊﾞｲｵｶﾞｽﾎﾞｲﾗ-での消費割合が低下し、
発電機での消費割合が増加した。ﾌﾚｱｽﾀｯｸでのｶﾞｽ消費割合は全ﾊﾞｲｵｶﾞｽ量の１割弱を占める。

これは運転員が休日の日曜日にﾒﾀﾝ発酵槽へｽﾗﾘ-を投入しない事により、ﾊﾞｲｵｶﾞｽ発生量が
減少し、ｶﾞｽ不足による発電機の停止後、自動復帰せず、ｶﾞｽ過剰となる事による。  
2) 電力収支  
 電力消費量は

原料投入と固液分離機稼働が行われる午前中に多く、夜間は少ない。このため、冬季の午

前中に購入電力量が多くなり、平日の午後や夜間を主にして売電は生じている。逆潮流が

可能となる以前の月別電力自給率は 60%弱であるが、逆潮流後は約 80～90%に改善された。
原料がｽﾗﾘ-だけのﾊﾞｲｵｶﾞｽﾌﾟﾗﾝﾄからなる施設を想定する (糞尿処理に関係しない温室や管
理棟の消費電力及び固形糞尿を処理することによる消費電力を除く)と、電力自給は充分に
達成されると推定される。また、ﾒﾀﾝ発酵槽へのｽﾗﾘ-投入を休日にも可能化あるいは発電機
の自動復帰を可能化できると、電力自給率は大きく改善されると推定される。  
逆潮流の前後それぞれ 10 カ月間の買電および売電   表１ 逆潮流前後の電
にかかるデ－タを表１に示した。買電単価は売電単 Table 1  Electricity situation before 
価よりも高く、買電については基本料金もかかるた        and after reverse power flow 

め、これを含めた平均買電単価は 21.8 円 /kWh で、  
平均売電単価 6.9 円 /kWh の３倍強である。したが
って、電力料金の低減のためには消費電力ピ－クの

平準化を図り基本料金を削減する事や、電力の発生

と消費を効率化する稼働方法の確立が必要である。 
3) 温熱収支                        

購入電力量 222,990 118,700

電力料 4,767,015 2,790,778
売電料 0 362,414
合計 4,767,015 2,428,364

電力量
(kWh)

金額
(円)

状　態

期　間

 電力と同様に温熱消費量も夏季に少なく、冬季に

多い。本施設では糞便性疾病の蔓延を防止するために

あるいは 55℃・7.5 時間保持により殺菌操作をしている。冬季にはこの温熱消費と温室加
温のｴﾈﾙｷﾞ-が発酵槽加温のｴﾈﾙｷﾞ-とともに大きく、糞尿処理施設に該当しない温室加温の
ｴﾈﾙｷﾞ-を除くと冬季でもﾊﾞｲｵｶﾞｽのみでほぼ温熱ｴﾈﾙｷﾞ-は自給できると推定される。また、
欧州のように、病原性微生物の危険性のある副資材だけを平常時には殺菌するようにすれ

ば、温熱収支はさらに向上すると推定される。  


